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[青山延于書簡 ]　
青山量介（延于）[ 著 ]
[ 天保10（1839）年 写 ]（自筆）　16.1×65.7㎝

（『[ 青山延于・延光書簡 ]』16）＜請求記号 WA25-34＞
http://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/2570675

大 沼 宜 規

単身赴任は致しかねます……
―青山延于夫妻の江戸暮らし―

国立国会図書館の蔵書から

　

幕
末
の
水
戸
藩
主
徳
川
斉
昭
の
師
で
、「
大
日
本
史
」

の
編
纂
所
彰
考
館
の
総
裁
な
ど
を
つ
と
め
た
水
戸
藩
儒

青
山
延の

ぶ
ゆ
き于 （
量
介
・
拙
斎
。一
七
七
六
―
一
八
四
三
）は
、

天
保
九
（
一
八
三
八
）
年
八
月
か
ら
一
年
間
江
戸
勤
務

を
命
ぜ
ら
れ
た
。
数
え
年
六
十
三
歳
の
延
于
は
、
許
可

を
得
て
妻
を
江
戸
に
連
れ
て
行
き
、
間
柄
内
匠
な
る
人

物
の
家
に
預
け
、
自
ら
は
長
屋
に
住
ん
だ
。
掲
出
資
料

は
、
翌
天
保
十
年
一
月
、
妻
が
長
屋
に
い
た
理
由
を
小

姓
頭
に
説
明
し
た
文
書
（
下
書
）
で
あ
る
。
こ
の
頃
の

水
戸
藩
に
は
、
江
戸
と
国
許
と
で
藩
士
の
勤
務
地
を
交

代
す
る
制
度
が
あ
っ
た
の
だ
が
、
国
許
の
藩
士
は
江
戸

赴
任
中
、
単
身
で
藩
邸
内
の
長
屋
に
住
む
想
定（

１
）だ
っ
た

よ
う
な
の
で
、
目
立
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

　

延
于
が
記
し
た
理
由
の
第
一
は
持
病
で
あ
る
。

私
儀
、
元
来
持
病
之
痔
疾
ニ
て
日
々
脱
血
仕
、
衣
服

等
洗
濯
仕
候
所
、
家
来
之
手
計
に
て
は
行
届
不
申
、

猶
又
繁
勤
之
役
ニ
て
自
分
洗
濯
も
相
成
兼
候
間
、
間

柄
内
匠
方
ゟ
昼
内
妻
呼
寄
候
て
洗
濯
等
為
仕
候
、

　

痔
に
よ
る
出
血
の
た
め
家
来
で
は
洗
濯
が
行
き
届
か

ず
、
自
分
は
忙
し
く
て
暇
が
な
い
。
そ
こ
で
、
妻
を
間

柄
宅
か
ら
昼
間
だ
け
呼
び
寄
せ
て
い
た
の
で
あ
っ
た
。

延
于
は
生
真
面
目
な
人
物
で
あ
っ
た
ら
し
い
が
、
理
由

も
率
直
で
リ
ア
リ
テ
ィ
ー
に
富
ん
で
い
る
。

今 月 の 一 冊

青山量介（延于）の肖像。『水藩人物肖像』
＜請求記号 本別4-4＞より。
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次
に
食
事
の
話
を
持
ち
出
し
た
。

私
老
年
之
事
、
食
事
等
家
来
拵
候
て
ハ
剛
柔
失
和
候

而
養
生
之
障
ニ
も
相
成
、
病
気
等
出
来
候
て
ハ
御
奉

公
之
礙(

さ
わ
り)

ニ
も
可
被
成
相
心
得
、
日
々
呼
寄

候
事
御
坐
候
、

　

老
年
の
自
分
に
は
、
家
来
が
作
っ
た
食
事
は
体
に
あ

わ
な
い
。
そ
の
た
め
病
気
に
な
っ
て
は
奉
公
に
差
支
え

る
。
だ
か
ら
妻
の
食
事
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う

の
で
あ
る
。

　

洗
濯
・
食
事
に
苦
労
し
て
、
と
ど
の
つ
ま
り
は
糖
尿

病
、
な
ど
と
い
う
単
身
赴
任
の
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
を

思
い
起
こ
さ
な
い
で
も
な
い
。

　

事
情
を
説
明
し
た
延
于
は
、
さ
ら
に
青
木
又
四
郎
と

い
う
人
物
も
間
柄
家
に
妻
を
預
け
て
呼
び
寄
せ
て
い
た

と
、
前
例
が
あ
る
こ
と
を
つ
け
加
え
た
。
こ
こ
ま
で
記

せ
ば
理
由
と
し
て
は
充
分
に
も
思
わ
れ
る
が
、
さ
す
が

儒
者
と
思
わ
せ
ら
れ
る
の
は
、
最
後
に
次
の
よ
う
に
記

す
こ
と
で
あ
る
。

老
年
ハ
行
役
以
婦
人
従
と
申
候
義
、
礼
記
ニ
も
相
見

候
間
、
七
十
ニ
近
寄
候
者
ハ
壮
年
之
者
と
ハ
御
次
第

も
可
有
之
か
と
相
心
得
、

　

儒
教
の
経
典
『
礼
記
』
の
一
文
を
根
拠
に
あ
げ
、
特

別
の
扱
い
を
受
け
る
こ
と
の
正
当
性
を
主
張
し
た
。「
行
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役
以
婦
人
」
と
い
う
文
章
は
「
曲
礼
上
」
に
見
出
せ
る
。

大
夫
は
七
十
に
し
て
事
を
致
す
。
若
し
謝
す
る
こ
と

を
得
ざ
れ
ば
、
則
ち
必
ず
之
に
几
杖
を
賜
ひ
、
役
に

行
く
に
は
婦
人
を
以
て
し
、
四
方
に
適
く
に
は
、
安

車
に
乗
り
（
以
下
略
）

　

す
な
わ
ち
、「
大
夫
は
七
十
歳
で
職
務
を
返
上
す
る
、

も
し
辞
職
の
許
さ
れ
な
い
と
き
は
、
必
ず
君
公
か
ら

几
（
ひ
じ
つ
き
）
と
杖
と
を
賜
わ
り
、
出
張
の
際
に
は

婦
人
が
付
添
い
、
外
国
に
ゆ
く
場
合
に
は
安
座
の
で
き

る
車
に
乗
る
（
以
下
略
）」

（
２
）

と
あ
る
。
年
が
改
ま
っ
た

こ
の
時
、
延
于
は
六
十
四
歳
。
や
や
サ
バ
を
読
ん
で
い

る
感
は
否
め
な
い
が
、
主
君
斉
昭
を
閉
口
さ
せ
る
ほ
ど

の
議
論
好
き
で
知
ら
れ
た
人
物
だ
け
に（

３
）、
窮
状
を
示
し

て
配
慮
を
乞
う
だ
け
で
は
な
く
、
理
論
武
装
も
怠
ら
な

か
っ
た
の
で
あ
る
。

　

延
于
の
妻
は
、
こ
の
年
六
月
病
を
発
し
、
翌
年
七
月

み
ま
か
っ
た（

４
）。
堅
物
の
儒
者
に
つ
か
え
、
日
々
の
食
事

に
も
事
欠
く
な
か
、
糸
繰
り
を
し
て
生
計
を
助
け
た
女

性
だ
っ
た
と
い
う
。
死
後
、
延
于
は
、「
そ
の
艱
難
を

と
も
に
し
て
、
そ
の
佚
楽
を
享
く
る
能
わ
ず
」
と
嘆
い

て
い
る（

５
）。

　

一
片
の
古
文
書
に
す
ぎ
な
い
が
、
老
夫
婦
の
生
活
を

想
い
浮
か
べ
る
に
は
十
分
な
も
の
と
い
え
よ
う
。 

 1 文政十二年十月十八日の斉昭の手書には「交代に成候へば小石川長屋計にても沢山にて候、物頭以上
四五間位、以下三間か二間位に割付ても一年独身にて住候には相成可申候」（『水戸藩史料　別記上（巻
七）』吉川弘文館、一九一五年、三一五頁）とある。

 2 書下し・通釈とも竹内照夫『新釈漢文大系　二七巻　礼記（上）』（明治書院、一九七一年）一七頁による。
 3 青山勇談話『青山延于先生性行畧』（吉木竹次郎、明治年間写）による。
 4 青山延于『拙齋小集』（嘉永元年刊）巻三「亡妻佐野氏墓表」による。延于の曾孫山川菊栄は天保十

年を没年とするが（『覚書 幕末の水戸藩』岩波書店、一九九一年、二〇五頁）『拙齋小集』に従った。
 5 前掲注４「亡妻佐野氏墓表」による。
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図
書
館
サ
ー
ビ
ス

相
互
利
用 研

修
や
会
議
の
開
催

出
版
物
の
納
本

出版
物の
交換

中央館
（国立国会図書館）

支部
図書館

国立国会図書館は、国会および国民に対して、また、行政・
司法各部門に対して図書館サービスを提供しています。そのた
めに、行政府省庁および最高裁判所には国立国会図書館の
支部図書館が設置されています。これらの図書館は、図書館
業務における連携・協力を通じて、立法・行政・司法にまた
がる図書館ネットワークを構築しています。

支部図書館制度とは
仕組みと用語

現在、27 館の支部図書館（分館を含め 33 館）があります。
会計検査院図書館
人事院図書館
内閣法制局図書館
内閣府図書館
日本学術会議図書館
宮内庁図書館
公正取引委員会図書館
警察庁図書館
金融庁図書館
消費者庁図書館
総務省図書館

総務省統計図書館
法務図書館
外務省図書館
財務省図書館
文部科学省図書館
厚生労働省図書館
農林水産省図書館
  農林水産政策研究所分館
  農林水産技術会議事務局つくば分館

林野庁図書館
経済産業省図書館

特許庁図書館
国土交通省図書館
  国土技術政策総合研究所分館
  国土地理院分館   
  北海道開発局分館

気象庁図書館
海上保安庁図書館
  海洋情報部分館

環境省図書館
防衛省図書館
最高裁判所図書館
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図
書
館
サ
ー
ビ
ス

相
互
利
用 研

修
や
会
議
の
開
催

出
版
物
の
納
本

出版
物の
交換

中央館
（国立国会図書館）

支部
図書館

図書館サービス
支部図書館を通じて、各行政府省庁等
の職員に対し、中央館の資料の貸出・
複写、レファレンス等を行っています。
支部図書館によっては、職員だけでな
く一般の方にも来館でのサービスを提
供しています。

出版物の交換
各行政府省庁等の出版物を各支部図
書館へ配送するために、出版物はいっ
たん中央館に集められ、中央館から各
支部図書館へ配送されます。

相互利用
支部図書館の間でも資料の貸出・複
写、レファレンスを行っています。
支部図書館総合目録ネットワークを介
して、各図書館の目録を横断検索でき
ます。

研修や会議の開催
中央館は、新規配属職員研修、司書
業務研修、特別研修等を行っています。
また、協議会、館長懇談会等を開催し、
中央館・支部図書館の連携協力を図っ
ています。

出版物の納本
国の諸機関の出版物は、支部図書館
を通じて国立国会図書館に納入されて
います。
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支部林野庁図書館の新たな取り組み
～図書資料等をツールとした普及啓発の実践及び国立国会図書館との連携効果～

支部林野庁図書館  館長
板垣 靖

今回の特集にあたって、支部図書館の中で特にユニー
クな取り組みをしている支部林野庁図書館から寄稿を
いただきました。なお、扉ページをはじめ、特集全体
を通し、「お山ん画」「リンコの絵日記」の作者、支部
林野庁図書館の平田美紗子係長のイラストレーション
を使用させていただいています。

（左　板垣靖館長、
 右　平田美紗子係長）
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林
野
図
書
資
料
館
の
役
割
と
歴
史

　

林
野
図
書
資
料
館
（
以
下
「
当
館
」
と
い
う
。）

は
林
野
行
政
・
施
策
部
門
に
お
け
る
専
門
図
書

館
と
し
て
、
森
林
・
林
業
・
木
材
産
業
関
係
の

資
料
を
広
く
収
集
、
保
存
し
、
蔵
書
数
は
、
約

三
万
四
千
冊
と
な
っ
て
い
ま
す
。
近
年
は
、
森

林
の
公
益
的
な
機
能
の
発
揮
に
対
す
る
要
請
が

高
ま
っ
て
い
る
こ
と
を
受
け
て
、
当
該
分
野
に

関
連
す
る
資
料
の
収
集
に
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
安
土
桃
山
時
代
以
前
か
ら
の
歴
史
的

な
価
値
が
あ
る
日
本
林
政
史
資
料
や
、
林
業
に

関
す
る
も
の
、最
新
技
術
の
図
書
等
を
職
員
、研

究
者
、
一
般
の
方
に
幅
広
く
提
供
し
て
い
ま
す
。

　

当
館
の
歴
史
は
、
現
在
の
林
野
庁
が
設
立
さ

れ
た
昭
和
二
二
年
以
前
に
山
林
局
、
帝
室
林
野

局
、
内
務
省
（
北
海
道
国
有
林
）
が
所
蔵
し
て
い
た

図
書
や
資
料
を
集
中
管
理
す
る
「
林
野
庁
資
料

室
」
と
し
て
、
昭
和
三
三
年
に
文
京
区
に
設
置

さ
れ
た
こ
と
に
は
じ
ま
り
ま
す
。
そ
の
後
、
昭

和
三
八
年
に
目
黒
区
の
林
野
庁
林
業
試
験
場
内

に
移
転
、
昭
和
五
三
年
に
林
業
試
験
場
が
筑
波

に
移
転
す
る
の
に
伴
い
、
農
林
水
産
省
内
に
移

り
ま
し
た
。

　

そ
れ
以
降
、
森
林
・
林
業
・
木
材
産
業
の
専

門
的
な
図
書
館
と
し
て
、
機
能
の
充
実
や
積
極

的
な
図
書
館
活
動
を
行
い
昭
和
五
九
年
五
月
に

「
国
立
国
会
図
書
館
支
部
林
野
庁
図
書
館
」
と
な

り
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
平
成
二
年
六
月
農
林
水

産
省
組
織
規
程
の
一
部
改
正
に
伴
い
現
在
の
「
林

野
図
書
資
料
館
」
と
な
り
、
平
成
二
一
年
四
月

か
ら
、
農
林
水
産
省
図
書
館
と
共
同
運
営
を
行
っ

て
い
ま
す
。

森
林
・
林
業
を
取
り
巻
く
状
況

　

戦
後
に
造
成
さ
れ
た
我
が
国
の
森
林
は
収
穫

期
を
迎
え
、
森
林
・
林
業
行
政
の
重
点
も
、
保

育
を
主
体
と
す
る
段
階
か
ら
、
伐
採
再
造
林
に

よ
る
森
林
資
源
の
循
環
利
用
（「
伐
っ
て
、
使
っ
て
、

植
え
る
」）
を
推
進
す
る
段
階
へ
と
シ
フ
ト
す
べ
き

大
き
な
転
換
期
に
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
木
造
に
よ
る
中
高
層
建
築
を
可
能
と

す
る
部
材
で
あ
る
Ｃ
Ｌ
Ｔ
（
直
交
集
成
板
）
な
ど
、

新
た
な
技
術
の
活
用
と
い
っ
た
国
産
材
の
需
要

拡
大
の
兆
し
が
見
ら
れ
て
い
ま
す
。
林
業
を
安

定
的
に
発
展
さ
せ
、
地
域
に
お
け
る
就
業
機
会

の
創
出
と
所
得
水
準
の
上
昇
を
も
た
ら
す
産
業

に
転
換
す
る
絶
好
の
機
会
と
し
て
、
極
め
て
重

要
な
局
面
を
迎
え
て
い
る
と
い
え
ま
す
。

国
民
視
点
で
の
森
林

　

森
林
は
、国
土
の
保
全
、水
資
源
の
涵
養
、保
健・

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
場
等
の
多
面
的
な
機
能

を
有
し
、
国
民
の
生
活
に
お
い
て
重
要
な
役
割

を
担
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
一
次
産
業
の
生
産

の
場
と
い
う
よ
り
は
、
緑
、
山
と
い
っ
た
自
然

そ
の
も
の
と
し
て
、
国
民
の
身
近
な
存
在
と
し

て
広
く
受
け
入
れ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

森
林
の
魅
力
、
森
林
の
楽
し
さ
を
理
解
し
て

も
ら
い
つ
つ
、
林
業
の
大
切
さ
を
理
解
し
て
い

た
だ
く
こ
と
に
よ
り
、
幅
広
い
国
民
か
ら
受
け

入
れ
て
い
た
だ
け
る
と
思
い
ま
す
。
特
に
こ
の

取
組
は
若
年
層
へ
の
取
組
が
一
層
効
果
を
発
揮

す
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
新
た
な
動
き
と
し
て
近
年
、
地
域
の

林
業
を
担
う
「
林
業
大
学
校
等
」
が
各
地
で
増

加
（
二
七
年
か
ら
九
校
開
校
し
現
在
は
一
七
校
）
す
る

な
ど
、
林
業
等
へ
の
国
民
の
期
待
や
関
心
も
高

ま
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

図
書
館
の
力
を
創
造
す
る

　

こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
で
、
森
林
・
林
業
・

木
材
産
業
が
果
た
す
役
割
を
国
民
各
界
各
層
の
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理
解
を
得
て
、
森
林
を
社
会
全
体
で
支
え
て
い

こ
う
と
い
う
気
運
を
醸
成
し
て
い
く
必
要
が
あ

る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
当
館
で
は
、
日
本
の
林
業
を
も
っ
と

多
く
の
方
々
（
特
に
若
年
層
）
に
知
っ
て
も
ら
う
た

め
に
、
当
館
の
機
能
の
一
層
の
強
化
が
必
要
と

考
え
、当
館
の
「
活
動
方
針
」
を
作
成
し
ま
し
た
。

一
、
長
期
的
な
視
点
で
林
野
行
政
・
施
策
の
バ
ッ

ク
ア
ッ
プ
を
図
る
。

　
具
体
的
に
は
、
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
（
業
務
上
必
要

な
調
査
等
の
サ
ー
ビ
ス
）
の
強
化

・
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
に
対
応
す
る
館
員
の
能
力
向
上

・
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
に
対
応
す
る
た
め
の
事
前
調
査

二
、
林
野
図
書
資
料
館
に
よ
る
森
林
・
林
業
・
木

材
産
業
Ｐ
Ｒ
の
推
進

　
関
係
機
関
と
の
連
携
、
漫
画
、
イ
ラ
ス
ト
等
を

活
用
し
た
国
民
へ
の
幅
広
い
Ｐ
Ｒ

・
省
、
庁
内
の
企
画
展
示

・
国
立
国
会
図
書
館
と
の
連
携

・
公
共
図
書
館
等
と
の
連
携

・
団
体
、
自
治
体
等
の
連
携

・
マ
ス
コ
ミ
へ
の
働
き
か
け

  

こ
の
計
画
を
実
践
し
て
い
く
た
め
、
森
林
や
そ

こ
に
棲
む
動
植
物
、
林
業
に
つ
い
て
分
か
り
や

す
く
描
い
た
イ
ラ
ス
ト
や
林
業
漫
画
「
お
山や

ま

ん

画が

」、「
リ
ン
子
の
絵
日
記
」（
作
者
：
当
館
職
員
の

平
田
美
紗
子
係
長
）
を
核
と
し
て
普
及
啓
発
活
動
の

実
践
を
推
進
し
て
行
く
こ
と
と
し
ま
し
た
。

効
果
の
検
証

～
「
お
山
ん
画
」、 「
リ
ン
子
の
絵
日
記
」
の

力
は
無
限
大
～

　

こ
の
林
業
施
策
の
背
景
を
受
け
て
当
館
で
は
、

森
林
・
林
業
、
森
林
環
境
教
育
等
へ
の
よ
り
一

層
の
関
心
を
高
め
る
た
め
、
昨
年
四
月
か
ら
、

公
共
図
書
館
や
教
育
機
関
、
研
究
機
関
等
と
有

機
的 

な
連
携
を
開
始
し
、図
書
や
林
業
漫
画
「
お

山
ん
画
」、「
リ
ン
子
の
絵
日
記
」（
以
下
「
お
山
ん
画
」

等
と
い
う
。）
を
核
と
し
た
森
林
・
林
業
に
関
す
る

情
報
を
国
民
に
直
接
的
に
伝
え
る
取
組
を
実
施

し
、
多
方
面
か
ら
高
い
評
価
を
得
ら
れ
ま
し
た
。

　

具
体
的
に
は
、
地
方
公
共
団
体
（
岩
手
県
等
）

公
共
図
書
館
（
東
京
都
日
比
谷
図
書
文
化
館
）、
教
育

機
関
（
林
業
大
学
校
）、
研
究
機
関
（
森
林
総
合
研
究

所
等
）、
林
業
関
係
団
体
（
国
土
緑
化
推
進
機
構
等
）、

国
際
展
示
会
（
国
際
ウ
ッ
ド
フ
ェ
ア
）、
民
間
企
業

等
と
連
携
し
、
大
人
か
ら
子
供
ま
で
分
か
り
や

す
い
林
業
漫
画
「
お
山
ん
画
」
展
示
等
を
行
い

ま
し
た
。
一
般
利
用
者
、
各
分
野
の
専
門
家
か

ら
の
意
見
と
し
て
、「
分
か
り
や
す
く
面
白
い
」、

「
森
林
・
林
業
に
興
味
が
持
て
た
」、「
教
材
と
し

て
使
い
た
い
」、「
子
供
に
見
せ
た
い
」、「
科
学
的

知
見
等
に
基
づ
い
て
い
る
の
で
安
心
し
て
見
ら

れ
る
」、「
林
業
の
難
し
い
説
明
が
と
て
も
分
か

り
や
す
く
描
か
れ
て
い
る
」
等
の
高
い
関
心
が

寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
自
治
体
、
公
共
図
書
館
、
大
学
図
書
館
、

林
業
大
学
校
、
林
業
研
究
機
関
等
か
ら
は
展
示

の
要
請
、
講
演
会
等
の
要
請
が
多
数
寄
せ
ら
れ

て
お
り
、
既
に
岩
手
県
の
林
業
ア
カ
デ
ミ
ー
に

お
い
て
は
、
林
業
漫
画
「
お
山
ん
画
」
を
教
材

と
し
て
利
用
す
る
な
ど
、
短
期
間
に
森
林
・
林

業
等
へ
の
理
解
を
促
進
す
る
た
め
の
効
果
的
な

取
組
と
し
て
高
く
評
価
さ
れ
て
い
ま
す
。

森
林
・
林
業
の
普
及
啓
発
活
動
の
展
開

　

こ
の
よ
う
な
取
組
は
、
国
か
ら
都
道
府
県
・
業

界
団
体
を
経
由
す
る
と
い
っ
た
、
国
民
に
国
の

施
策
を
伝
え
る
た
め
の
従
来
の
一
般
的
な
ル
ー

ト
と
は
全
く
異
な
り
、
一
次
産
業
行
政
に
大
き

な
関
心
を
持
た
な
い
国
民
に
各
種
施
策
へ
の
理
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解
を
直
接
働
き
か
け
る
こ
と
を
可
能
に
し
ま
し

た
。

　

こ
の
よ
う
な
図
書
館
等
の
機
能
を
利
用
し
た

取
組
を
展
開
す
る
こ
と
に
よ
り
、
幅
広
い
国
民

各
界
各
層
に
対
し
、
山
や
緑
を
き
っ
か
け
と
し

て
、
森
林
資
源
の
循
環
利
用
等
の
林
業
の
役
割

に
つ
い
て
理
解
を
求
め
、
林
業
成
長
産
業
化
を

実
現
す
る
た
め
の
施
策
を
よ
り
早
く
効
果
的
に

展
開
し
て
い
く
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
全
国
各
地
に
点
在
す
る
公
共
図

書
館
、
教
育
機
関
、
研
究
機
関
等
と
連
携
し
、

分
か
り
や
す
く
森
林
・
林
業
等
に
関
す
る
各
種

施
策
の
情
報
を
提
供
し
、
森
林
・
林
業
施
策
に

対
す
る
よ
り
一
層
の
国
民
理
解
の
促
進
を
図
る

た
め
の
体
制
作
り
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
て
い

ま
す
。

国
立
国
会
図
書
館
と
の
連
携
効
果

　

こ
れ
ま
で
全
て
の
展
示
、
講
演
、
説
明
会
等

の
活
動
を
通
し
て
、国
立
国
会
図
書
館
（
以
下
「
国

会
図
書
館
」
と
い
う
。）
の
支
部
で
あ
る
こ
と
を
意

識
し
て
き
ま
し
た
。
国
会
図
書
館
の
意
義
と
役

割
、
業
務
内
容
の
パ
ネ
ル
、
膨
大
な
蔵
書
の
写

真
パ
ネ
ル
展
示
、
一
般
公
開
見
学
が
あ
る
こ
と
、

林業漫画
「お山ん画」 

魅惑のきのこワールドの巻
作：平田美紗子

林野庁情報誌「林野 -RINYA-」平成
27 年 10 月号より
http://www.rinya.maff.go.jp/j/kouhou/
kouhousitu/jouhoushi/2710.html

「お山ん画」は「林野 -RINYA-」にて、
平成 27 年 5 月号より 14 回に渡り掲載
されています。
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国
会
図
書
館
と
支
部
図
書
館
に
よ
り
形
成
さ
れ

る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
あ
る
こ
と
、
東
日
本
大
震

災
ア
ー
カ
イ
ブ
の
整
備
を
行
っ
て
い
る
こ
と
、

貴
重
な
資
料
を
デ
ジ
タ
ル
化
し
電
子
デ
ー
タ
で

誰
で
も
閲
覧
で
き
る
こ
と
等
を
お
知
ら
せ
し
て

い
ま
す
。
ま
た
、
利
用
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
配
布

等
も
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
活
動
を
通
じ
て
来
館
者
か
ら
は
「
行

政
機
関
の
図
書
館
は
全
く
利
用
で
き
な
い
と

思
っ
て
い
た
」、「
敷
居
が
高
く
活
用
し
に
く
い
イ

メ
ー
ジ
が
あ
る
」
な
ど
の
意
見
が
あ
り
ま
し
た
。

　

特
に
支
部
図
書
館
制
度
に
つ
い
て
は
全
く
知

ら
れ
て
い
な
い
状
況
で
し
た
。

　

利
用
者
の
知
り
た
い
、
観
た
い
、
調
べ
た
い

と
い
っ
た
こ
と
へ
の
要
望
を
国
会
図
書
館
と
支

部
図
書
館
が
連
携
し
て
支
援
す
る
体
制
に
な
っ

て
い
る
こ
と
を
お
知
ら
せ
す
る
こ
と
で
、
行
政

の
図
書
館
の
中
に
も
広
く
国
民
に
開
か
れ
た
図

書
館
が
あ
る
こ
と
を
知
っ
て
も
ら
う
良
い
機
会

と
な
っ
て
い
ま
す
。

  

当
館
は
引
き
続
き
、
図
書
館
の
機
能
を
活
用

し
、「
本
の
森
に
出
か
け
よ
う
図
書
館
利
用
の
ス

ス
メ
」
を
テ
ー
マ
と
し
て
、
国
会
図
書
館
と
連

携
し
国
民
に
一
層
ご
利
用
い
た
だ
け
る
取
組
を

実
践
し
て
参
り
ま
す
。
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「お山ん画」、 「リン子の絵日記」の活用

樹木漫画
「リン子の絵日記」

サクラ編
作：平田美紗子

「お山ん画」を活用した利用授業風景 公共図書館での展示（岩手県紫波町立図書館（オガール））

農林水産省消費者の部屋での展示 国立国会図書館の PR（農林水産省消費者の部屋）
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は
じ
め
に

　

い
ま
か
ら
70
年
前
の
昭
和
23
年

（
１
９
４
８
）2
月
、国
立
国
会
図
書
館
法（
以

下
「
館
法
」
と
い
い
ま
す
）
が
公
布
、
施
行

さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
法
律
で
は
、
国
立
国

会
図
書
館
は
国
会
、
行
政
・
司
法
各
部
門
、

日
本
国
民
に
対
し
て
図
書
館
サ
ー
ビ
ス
を

行
う
こ
と
が
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
の

う
ち
、
行
政
・
司
法
各
部
門
へ
の
サ
ー
ビ

ス
は
、
各
行
政
府
省
庁
と
最
高
裁
判
所
に

設
置
さ
れ
た
支
部
図
書
館
を
通
じ
て
行
っ

て
い
ま
す
。
現
在
で
は
27
支
部
図
書
館
と

6
分
館
の
計
33
館
が
、
図
書
館
業
務
に
お

け
る
連
け
い
・
協
力
を
通
じ
て
、
三
権
に

ま
た
が
る
図
書
館
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
形
成

し
て
い
ま
す
。
こ
れ
を
支
部
図
書
館
制
度

と
い
い
ま
す
。

　

本
稿
で
は
、
制
度
創
設
の
経
緯
と
、
草

創
期
の
取
り
組
み
の
う
ち
、
支
部
図
書
館

間
で
の
資
料
の
相
互
貸
借
に
欠
か
せ
な
い

総
合
目
録
の
編
さ
ん
を
振
り
返
り
ま
す
。

過去を読み、未来を読む。

支 部 図 書 館 制 度 草 創 期 の こ ろ
― 図 書 館 の 「 機 能 」 の た め の 総 合 目 録

吉間仁子（総務部支部図書館・協力課）
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支
部
図
書
館
制
度
創
設
の
経
緯

　

支
部
図
書
館
制
度
は
、
昭
和
22
年

（
１
９
４
７
）
12
月
に
衆
議
院
議
長
と
参
議

院
議
長
の
要
請
に
よ
り
来
日
し
た
米
国
図

書
館
使
節
（
米
国
議
会
図
書
館
副
館
長
ヴ
ァ
ー

ナ
ー
・
Ｗ
・
ク
ラ
ッ
プ
（1901-1972

）
と
ア
イ

オ
ワ
大
学
図
書
館
長
チ
ャ
ー
ル
ズ
・
Ｈ
・

ブ
ラ
ウ
ン
（1875-1960

））
が
「
政
府
の
全

部
門
に
対
す
る
文
献
的
調
査
及
び
レ
フ
ァ

レ
ン
ス
」
を
重
視
し
た
構
想
を
示
し
た
こ

と
に
端
を
発
し
ま
し
た
。
当
初
の
構
想
は
、

国
会
図
書
館
が
行
政
・
司
法
各
部
門
に
直

接
分
館
を
設
置
し
、
そ
れ
を
総
括
す
る
と

い
う
も
の
で
し
た
が
、
議
論
を
経
て
、
昭

和
23
年
（
１
９
４
８
）
1
月
6
日
に
米
国
図

書
館
使
節
が
発
表
し
た
館
法
に
関
す
る
勧

告
で
は
、
中
央
館
が
「
東
京
に
在
る
政
府

の
諸
部
門
に
、
図
書
館
奉
仕
の
連
繋
を
す

る
責
を
負
う
」
と
変
わ
り
ま
し
た

（
１
）。
同
年

2
月
9
日
に
公
布
、
施
行
さ
れ
た
館
法
は
、

こ
の
勧
告
の
趣
旨
に
沿
っ
た
も
の
で
す
。

　

支
部
図
書
館
の
設
置
は
、「
館
長
が
最

初
に
任
命
さ
れ
た
後
六
箇
月
以
内
」
と
期

限
が
定
め
ら
れ
ま
し
た
。
こ
の
た
め
、
ま

ず
5
月
25
日
に
次
官
会
議
が
開
催
さ
れ
、

「
国
立
国
会
図
書
館
法
の
運
用
に
関
す
る

覚
書
」
の
了
解
を
得
て
、
8
月
6
日
と
17

日
の
両
日
、
支
部
図
書
館
設
立
に
関
す
る

各
省
庁
図
書
館
関
係
課
長
会
議
が
開
催
さ

れ
、「
国
立
国
会
図
書
館
支
部
図
書
館
発
足

準
備
要
項
」
の
説
明
と
質
疑
応
答
が
な
さ

れ
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
初
代
副
館
長
と
な
っ
た
中
井

正
一
（1900-1952

、
美
学
者
。
元
尾
道
市
立
図

書
館
館
長
）
の
回
想
に
よ
る
と
、

議
論
は
全
然
ま
と
ま
ら
な
い
の
で
あ
る
。

あ
わ
や
混
乱
か
と
思
え
た
空
気
で
あ
っ

た
。

そ
こ
で
中
井
は
、

こ
れ
が
法
的
に
無
理
で
あ
る
事
は
わ
が

館
の
方
が
よ
く
知
っ
て
い
る
。
ア
メ
リ

カ
で
す
ら
で
き
な
い
夢
な
の
で
あ
る
。

し
か
し
、
何
故
そ
ん
な
無
理
を
私
達
は

課
せ
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
お

そ
ら
く
、
そ
れ
は
「
現
実
」
が
そ
れ
を

求
め
て
い
る
か
ら
で
は
な
か
ろ
う
か
。

世
界
の
ス
ポ
ッ
ト
ラ
イ
ト
を
浴
び
て
、

そ
れ
を
完
成
す
る
も
し
な
い
も
、
み
な

さ
ん
の
決
意
次
第
で
あ
る
。

（
中
井
正
一
「
国
立
国
会
図
書
館
」『
婦
人
公
論
』

１
９
５
０
．４
）

支部図書館と専門図書館の連絡情報誌『びぶろす』
（2(11)1951.11）に掲載された支部図書館組織を表す図



16国立国会図書館月報 684号 2018.4

と
述
べ
、
丹
那
ト
ン
ネ
ル
の
16
年
に
わ
た

る
難
工
事
に
な
ぞ
ら
え
て
説
得
に
あ
た
っ

た
そ
う
で
す
。

「
実
体
概
念
よ
り
機
能
概
念
へ
」

　

そ
の
後
、
8
月
25
日
と
27
日
に
18
館
の

支
部
図
書
館
が
創
設
さ
れ
ま
し
た
。
な
ん

と
か
発
足
し
た
支
部
図
書
館
で
し
た
が
、

資
料
の
不
足
と
、
図
書
館
の
ス
ペ
ー
ス
不

足
は
共
通
の
悩
み
で
し
た
。

最
初
の
困
難
は
、
各
省
に
図
書
館
自
体

の
ス
ペ
ー
ス
が
な
い
こ
と
で
あ
っ
た
。

こ
の
こ
と
か
ら
私
た
ち
は
図
書
館
概
念

の
変
革
と
い
う
ス
ロ
ー
ガ
ン
を
か
か
げ
、

「
実
体
概
念
よ
り
機
能
概
念
へ
」
と
合
言

葉
を
つ
く
っ
た
の
で
あ
っ
た
。

（
中
井
正
一
「
支
部
図
書
館
三
周
年
に
寄
せ
て
」 

『
び
ぶ
ろ
す
』
２

（11） 

１
９
５
１
．
11
）

　

各
省
庁
の
図
書
館
の
前
身
は
、
ほ
と
ん

ど
が
第
二
次
世
界
大
戦
前
か
ら
あ
っ
た
図

書
室
、
調
査
室
な
ど
で
し
た
が
、
そ
の
蔵

書
は
戦
時
中
に
焼
失
し
た
り
、
疎
開
後
の

引
き
戻
し
が
で
き
な
か
っ
た
り
し
た
も
の

も
あ
っ
た
よ
う
で
す（

２
）。
そ
れ
に
加
え
、
新

た
に
資
料
を
集
め
た
く
て
も
資
料
も
予
算

も
な
い
、
と
い
う
状
況
で
し
た
。
そ
の
問

題
を
解
決
す
る
の
が
「
機
能
」
だ
と
言
う

の
で
す
。

カ
ー
ド
の
整
備
と
リ
ス
ト
の
完
全
な
も

の
さ
え
あ
れ
ば
「
ど
こ
か
の
本
」
を
「
誰

か
の
机
」
の
上
に
伝
達
す
る
こ
と
は
で

き
る
の
で
あ
る
。
大
切
な
の
は
「
本
を

読
む
」
は
た
ら
き
、
機

フ
ァ
ン
ク
シ
ョ
ン

能
さ
え
果
た
さ

れ
れ
ば
よ
い
の
で
あ
っ
て
、
本
と
図
書

室
と
い
う
実

サ
ブ
ス
タ
ン
ス

体
そ
の
も
の
は
必
ず
し
も
、

そ
の
当
体
が
も
っ
て
い
な
く
て
も
よ
い

の
で
あ
る
。　
（
中
井
正
一
．
前
掲
）

　
「
実
体
概
念
よ
り
機
能
概
念
へ
」
と
い
う

合
言
葉
は
、
図
書
館
の
「
実
体
」
で
あ
る

資
料
と
物
理
的
な
ス
ペ
ー
ス
よ
り
も
、
利

用
者
が
資
料
を
読
む
と
い
う
「
機
能
」
を

重
視
す
べ
き
と
い
う
考
え
方
を
示
し
た
も

の
で
す
。
支
部
図
書
館
同
士
、
ま
た
中
央

館
と
支
部
図
書
館
の
間
で
の
協
力
体
制
を

整
え
、
行
政
・
司
法
各
部
門
で
の
業
務
に

必
要
な
情
報
を
得
ら
れ
る
よ
う
に
す
る
こ

と
で
、「
実
体
」
は
不
足
し
て
い
て
も
、「
機

能
」
は
満
た
そ
う
と
し
た
の
で
す
。

　

で
は
、
そ
の
「
機
能
」
を
ど
の
よ
う
に

実
現
し
よ
う
と
考
え
ら
れ
た
の
で
し
ょ
う

か
。
そ
れ
を
知
る
た
め
の
手
掛
か
り
と
な

る
の
が
、「
ダ
ウ
ン
ズ
勧
告
」
で
す
。

　
「
ダ
ウ
ン
ズ
勧
告
」

　

国
立
国
会
図
書
館
開
館
後
の
昭
和
23
年

（
１
９
４
８
）
7
月
に
、
連
合
国
総
司
令
部

特
別
顧
問
と
し
て
来
日
し
た
ロ
バ
ー
ト
・

Ｂ
・
ダ
ウ
ン
ズ
（1903-1958

、
当
時
は
イ
リ

ノ
イ
大
学
教
授
）
が
、
国
立
国
会
図
書
館
の

様
々
な
課
題
に
つ
い
て
昭
和
23
年
9
月
に

「
国
立
国
会
図
書
館
に
お
け
る
図
書
整
理
、

文
献
参
考
サ
ー
ビ
ス
、
並
び
に
、
全
般
的

組
織
に
関
す
る
報
告（

３
）」（

通
称
「
ダ
ウ
ン
ズ
勧

告
」）
を
提
出
し
ま
し
た
。
ダ
ウ
ン
ズ
勧
告

に
は
、
国
立
国
会
図
書
館
の
施
設
、
職
員
、

分
類
・
目
録
法
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
角
度
か

ら
当
時
の
現
状
と
解
決
策
が
記
さ
れ
て
お

り
、
支
部
図
書
館
に
つ
い
て
は
そ
の
第
8

章
で
論
じ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

支
部
図
書
館
に
つ
い
て
は
、
一
部
の
図

書
館
を
除
き
分
類
や
目
録
が
不
十
分
な
こ

と
、
収
集
の
遅
滞
が
指
摘
さ
れ
、
省
を
越

え
て
資
料
を
相
互
に
利
用
で
き
る
よ
う
に

す
る
こ
と
な
ど
が
勧
告
さ
れ
ま
し
た
。

　

ダ
ウ
ン
ズ
勧
告
を
受
け
、
受
入
整
理
部

（
全
国
総
合
目
録
を
担
当
）
は
昭
和
23
年
10

月
か
ら
支
部
図
書
館
の
視
察
を
行
い
ま
し

た
。
支
部
図
書
館
の
蔵
書
の
不
備
を
指
摘

し
つ
つ
も
、
そ
の
報
告
書（

４
）で

、

立
法
上
の
調
査
、
参
考
の
奉
仕
業
務
は

日
毎
に
増
大
す
る
。
又
国
民
も
亦
本
館

に
対
し
て
す
で
に
完
成
せ
る
も
の
の
如

き
希
望
を
か
け
て
い
る
。
従
っ
て
本
館

と
し
て
は
司
法
行
政
部
門
に
対
す
る
奉

仕
に
先
立
っ
て
、
む
し
ろ
こ
れ
等
の
部

門
よ
り
の
奉
仕
を
こ
い
ね
が
い
た
い
程

の
現
状
に
あ
る
と
い
っ
て
よ
い
。
こ
の

意
味
よ
り
し
て
ま
ず
支
部
図
書
館
の
総

合
目
録
に
依
拠
し
た
い
所
以
で
あ
る
。

と
述
べ
ま
し
た
。

　

館
法
17
条
2
項
で
は
、
行
政
・
司
法
支

部
図
書
館
の
総
合
目
録
及
び
一
覧
表
の
、　

ま
た
、
館
法
21
条
1
項
4
号
に
は
、
全
国

的
な
総
合
目
録
を
作
成
す
る
こ
と
が
規
定 

さ
れ
て
い
ま
す
。 

実
は
、
ダ
ウ
ン
ズ
勧

告
に
お
い
て
も
、
全
国
的
な
総
合
目
録
が

で
き
れ
ば
サ
ー
ビ
ス
が
改
善
で
き
る
だ
ろ

う
、
と
論
じ
ら
れ
て
い
ま
し
た（

５
）。

　

昭
和
24
年
（
１
９
４
９
）
1
月
18
日
、
受

入
整
理
部
と
支
部
図
書
館
部
の
両
部
が
、

中
井
副
館
長
も
同
席
の
上
、「
総
合
目
録
編

さ
ん
打
合
会
」
を
開
催
し
、
全
国
総
合
目
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録
と
支
部
図
書
館
総
合
目
録
と
の
関
係
及

び
編
さ
ん
方
針
等
に
つ
い
て
協
議
し
ま
し

た（
６
）。

そ
の
結
果
、
国
立
国
会
図
書
館
初
の

総
合
目
録
は
、
支
部
図
書
館
か
ら
実
現
す

る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
す
。

支
部
図
書
館
総
合
目
録
の
編
さ
ん
準
備

　

総
合
目
録
と
は
、
複
数
の
図
書
館
が
自

館
で
所
蔵
し
て
い
な
い
資
料
で
も
相
互
利

用
を
行
え
る
よ
う
に
、
ど
の
資
料
を
ど
こ

の
図
書
館
が
所
蔵
し
て
い
る
か
を
示
す
目

録
で
す
。
現
在
の
総
合
目
録
は
、イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
で
検
索
で
き
る
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
の

目
録
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
で
す
が
、
当
時
の
総

合
目
録
は
、
目
録
カ
ー
ド
を
一
定
の
規
則

に
従
っ
て
カ
ー
ド
ボ
ッ
ク
ス
に
並
べ
る

カ
ー
ド
目
録
と
、
一
定
の
期
間
を
区
切
っ

て
本
の
か
た
ち
で
編
集
刊
行
す
る
冊
子
体

目
録
が
主
流
で
し
た
。
中
央
館
で
も
、
こ

の
2
種
類
の
目
録
の
作
成
が
行
わ
れ
ま
し

た
。

　

支
部
図
書
館
総
合
目
録
の
編
さ
ん
作
業

は
、
昭
和
24
年
（
１
９
４
９
）
ご
ろ
、
各

支
部
図
書
館
で
整
理
さ
れ
た
図
書
の
目
録

カ
ー
ド
を
集
め
る
こ
と
か
ら
始
ま
り
ま
し

た（
７
）。
し
か
し
、
国
立
国
会
図
書
館
が
最
初

に
取
り
組
む
総
合
目
録
で
す
。
ま
た
、
図

書
館
業
務
に
詳
し
い
職
員
が
支
部
図
書
館

に
配
属
さ
れ
て
い
た
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
そ
こ
で
、
作
業
に
先
立
ち
、
さ
ま
ざ

ま
な
準
備
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
昭
和
23
年

（
１
９
４
８
）
9
月
、
中
央
館
か
ら
各
支
部

図
書
館
に
、
使
用
す
る
目
録
規
則
と
分
類

表
、
目
録
記
入
に
用
い
る
カ
ー
ド
型
用
紙

の
大
き
さ
な
ど
を
通
知
し（

８
）、

ま
た
10
月
に

は
、
カ
ー
ド
が
不
足
し
て
い
る
7
館
に
対

し
て
計
4
万
枚
を
配
布
し
ま
し
た（

９
）。

　

さ
ら
に
、
10
月
25
日
か
ら
23
日
間
、
各

支
部
図
書
館
の
担
当
者
の
た
め
に
、
本
館

（
当
時
は
赤
坂
離
宮
に
中
央
館
が
置
か
れ
て
い
ま

し
た
）
の
地
下
室
食
堂
で
、
実
務
研
究
会

も
実
施
さ
れ
ま
し
た
。
実
務
研
究
会
は
中

央
館
の
職
員
が
講
師
を
つ
と
め
、
受
講
者

の
所
属
館
の
蔵
書
で
目
録
を
と
る
の
が
困

難
と
思
わ
れ
る
も
の
も
実
習
の
題
材
に
し

て
い
た
よ
う
で
す）

（1
（

。
こ
の
実
務
研
究
会
は
、

現
在
も
行
わ
れ
て
い
る
支
部
図
書
館
職
員

研
修
の
先
駆
け
と
な
り
ま
し
た
。

総
合
目
録
の
編
さ
ん

　

こ
う
し
た
準
備
を
経
て
、
昭
和
24
年
度

と
昭
和
25
年
度
に
か
け
て
、
臨
時
職
員
10

名
前
後
が
支
部
図
書
館
に
あ
る
整
理
済
み

図
書
の
目
録
カ
ー
ド
の
書
写
や
冊
子
体
の

「総合目録用カード配布について」（昭和 23
年国図九第 25 号）
カードが不足していた支部図書館 7 館に対し、
目録カードを数千枚単位で配布している。

目録カードを用いた総合目録作成のイメージ

カード目録の維持・更新 冊子体目録の編纂

支部○○図書館

支部ＸＸ図書館 支部△△図書館
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目
録
の
切
り
貼
り
を
行
う
な
ど
し
て
、
大

量
の
目
録
カ
ー
ド
が
集
め
ら
れ
ま
し
た）

（（
（

。

コ
ピ
ー
機
も
な
か
っ
た
時
代
で
す
か
ら
、

手
間
も
時
間
も
か
か
っ
た
こ
と
で
し
ょ

う
。

　

当
初
は
、
カ
ー
ド
ボ
ッ
ク
ス
に
各
支
部

図
書
館
の
目
録
カ
ー
ド
を
著
者
名
順
に
並

べ
な
お
し
た
、
著
者
名
目
録
の
編
成
が
企

図
さ
れ
ま
し
た
。
し
か
し
、
集
め
た
目
録

カ
ー
ド
の
記
述
方
法
は
統
一
さ
れ
て
お
ら

ず
、
中
に
は
書
名
し
か
書
か
れ
て
い
な
い

も
の
な
ど
が
あ
っ
た
た
め
、
著
者
名
順
編

成
は
断
念
さ
れ
、
目
録
カ
ー
ド
に
所
蔵
館

の
印
を
捺
し
て
各
館
別
に
ま
と
め
て
維
持

更
新
し
て
い
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

昭
和
24
年
（
１
９
４
９
）
9
月
か
ら
、
冊

子
体
で
の
刊
行
を
目
指
し
た
作
業
が
始
ま

り
ま
す
。
支
部
図
書
館
で
所
蔵
す
る
定

期
刊
行
物
（
新
聞
・
雑
誌
）
や
官
庁
刊
行

物
の
総
合
目
録
か
ら
着
手
さ
れ
、
各
支
部

図
書
館
か
ら
集
め
ら
れ
た
定
期
刊
行
物
の

目
録
カ
ー
ド
は
す
べ
て
中
央
館
で
再
調
査

さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
成
果
は
、
昭
和
25
年

（
1
９
５
０
）
12
月
に
、
２
，
０
５
７
タ
イ

ト
ル
を
収
録
し
た
『
国
立
国
会
図
書
館
行

政
・
司
法
各
支
部
図
書
館
定
期
刊
行
物
総

合
目
録
（
昭
和
25
年
4
月
末
現
在
）』
と
し
て

刊
行
さ
れ
ま
し
た
。

　

続
い
て
、
官
庁
が
刊
行
し
た
も
の
に
限

定
し
た
『
官
庁
刊
行
物
総
合
目
録
』
が
昭

和
27
年
12
月
刊
行
の
第
1
巻
か
ら
第
8
巻

ま
で
刊
行
さ
れ
ま
し
た
。
さ
し
あ
た
り

昭
和
20
年
9
月
以
降
に
刊
行
さ
れ
た
官
庁

刊
行
物
を
収
録
す
る
こ
と
と
し
た
の
で
す

が
、
先
に
集
め
た
目
録
カ
ー
ド
で
は
網
羅

さ
れ
て
い
な
か
っ
た
た
め
、
こ
の
編
さ
ん

に
あ
た
っ
て
は
、
支
部
図
書
館
を
回
っ
て

現
物
の
確
認
及
び
各
省
の
刊
行
原
部
局
で

の
取
材
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

昭
和
27
年
6
～
7
月
ご
ろ
か
ら
は
、
い

よ
い
よ
『
国
立
国
会
図
書
館
行
政
司
法
支

部
図
書
館
図
書
総
合
目
録
』（
以
下
『
図
書

総
合
目
録
』）
の
作
成
が
始
ま
り
ま
し
た
。

各
年
度
に
各
支
部
図
書
館
が
収
集
整
理
し

た
図
書
の
う
ち
、
官
庁
刊
行
物
を
除
い
た
、

増
加
図
書
の
総
合
目
録
で
す
。
昭
和
27
年

度
版
（
昭
和
29
年
3
月
刊
行
）
か
ら
昭
和
33

年
度
版
（
昭
和
35
年
3
月
）
ま
で
、
年
1
回

刊
行
さ
れ
ま
し
た
。

冊
子
体
目
録
刊
行
の
廃
止
と
再
編

　

こ
の
よ
う
に
大
変
な
努
力
で
軌
道
に
乗

せ
、
相
互
貸
借
の
た
め
の
ツ
ー
ル
と
し
て

重
要
な
支
部
図
書
館
の
総
合
目
録
で
し
た

『国立国会図書館行政司法支部図書館図書総合目録』
昭和 27 年度（昭和 29 年 3 月刊行）

この総合目録により、たとえばトインビー『歴史の研究』は、宮内庁、
外務省、厚生省、農林水産省、最高裁判所の図書館が所蔵してい
ることがわかる。
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が
、
合
理
化
が
課
題
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。

編
さ
ん
に
は
人
手
も
時
間
も
か
か
り
、
ま

た
、
収
録
さ
れ
る
資
料
が
刊
行
さ
れ
て
か

ら
、
総
合
目
録
に
掲
載
さ
れ
る
ま
で
は
タ

イ
ム
ラ
グ
も
あ
り
ま
し
た
。

　

昭
和
34
年
（
１
９
５
９
）
６
月
、
中
央
館

の
全
館
的
な
組
織
改
編
が
行
わ
れ
、
支
部

図
書
館
部
は
連
絡
部
に
改
組
さ
れ
、
支
部

図
書
館
に
対
す
る
支
援
は
支
部
図
書
館
部

が
行
う
体
制
か
ら
中
央
館
全
体
で
行
う
体

制
に
改
め
ら
れ
ま
し
た
。『
官
庁
刊
行
物

総
合
目
録
』
は
収
書
部
が
作
成
す
る
『
全

日
本
出
版
物
総
目
録
』
と
重
複
す
る
た
め

刊
行
を
終
え
、『
図
書
総
合
目
録
』
は
和

図
書
の
部
が
廃
止
と
な
り
、
昭
和
33
年
度

版
は
洋
図
書
だ
け
を
収
録
し
た
も
の
と
な

り
ま
し
た
。
そ
の
後
、
昭
和
35
年
度
版
か

ら
、
洋
図
書
は
『
新
収
洋
書
総
合
目
録
』

（
昭
和
29
年
度
か
ら
、
大
学
図
書
館
15
館
、
公
共

図
書
館
2
館
及
び
国
立
国
会
図
書
館
が
参
加
し

て
刊
行
）
に
統
合）

（1
（

さ
れ
、
刊
行
は
昭
和
62
年

（
１
９
８
７
）
ま
で
続
き
ま
し
た
。

　
『
図
書
総
合
目
録
』
廃
止
に
つ
い
て
は
、

中
央
館
と
支
部
図
書
館
の
間
で
た
び
た
び

議
論
さ
れ
、
支
部
図
書
館
側
か
ら
は
、
和

図
書
の
部
も
含
め
て
の
継
続
刊
行
が
求
め

ら
れ
ま
し
た
。
廃
止
後
も
復
刊
の
希
望
が

寄
せ
ら
れ
た
そ
う
で
す）

（1
（

。

お
わ
り
に

　

昭
和
20
年
代
後
半
、
図
書
館
の
「
機
能
」

の
実
現
の
た
め
に
重
点
的
に
取
り
組
ま
れ

た
の
が
、
総
合
目
録
の
編
さ
ん
で
し
た
。

結
果
的
に
、
支
部
図
書
館
の
各
種
総
合
目

録
は
、
廃
止
ま
た
は
他
の
総
合
目
録
に
吸

収
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
が
、
し
ば

ら
く
の
中
断
の
後
、
技
術
の
進
展
に
と
も

な
い
、
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
で
の
作
成
・
提
供

と
い
う
形
で
、
支
部
図
書
館
が
所
蔵
す
る

資
料
の
総
合
目
録
は
現
在
も
続
い
て
い
ま

す）
（1
（

 

。

　

平
成
5
年
（
１
９
９
３
）
か
ら
平
成
15

年
（
２
０
０
３
）
3
月
末
ま
で
は
「
支
部

図
書
館
所
蔵
和
逐
次
刊
行
物
総
合
目
録

デ
ー
タ
ベ
ー
ス
」 

が
、
そ
の
後
は
行
政
・

司
法
各
部
門
の
職
員
が
各
館
の
蔵
書
目
録

を
横
断
検
索
で
き
る
「
分
散
型
総
合
目
録

デ
ー
タ
ベ
ー
ス）

（1
（

」が
平
成
16
年（
２
０
０
４
）

4
月
か
ら
現
在
ま
で
運
用
さ
れ
て
い
ま

す
。草
創
期
の
総
合
目
録
編
さ
ん
、そ
し
て
、

現
在
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
上
で
の
横
断
検
索

の
開
発
・
運
用
は
、
中
央
館
と
支
部
図
書

館
と
の
間
で
共
通
の
「
機
能
」
を
満
た
す

た
め
の
協
働
事
業
で
も
あ
り
ま
す
。

　

中
井
の
「
実
体
概
念
よ
り
機
能
概
念

へ
」
と
い
う
言
葉
を
借
り
る
な
ら
、「
実

体
」
に
は
限
界
が
あ
り
、
利
用
者
に
情
報

を
提
供
す
る
と
い
う
「
機
能
」
を
満
た
す

こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
の
は
現
在
も
同

様
で
す
。
い
ま
、
そ
し
て
こ
れ
か
ら
、「
機

能
」
の
実
現
に
必
要
な
こ
と
は
何
か
を
考

え
、
実
現
に
向
け
て
取
り
組
む
こ
と
の
大

切
さ
を
、
今
回
御
紹
介
し
た
支
部
図
書
館

制
度
草
創
期
か
ら
行
わ
れ
た
取
り
組
み
が

教
え
て
く
れ
て
い
ま
す
。

http://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/9670567
http://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/9670567
http://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/1011050
http://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/2934059
http://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/9664121
http://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/2891589
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連
絡
自
動
車
便
っ
て
、
聞
い
た
こ
と
あ
り
ま
す
か
？

　

各
行
政
府
省
庁
と
最
高
裁
判
所
に
設
置
さ
れ
た
支
部
図

書
館
を
巡
回
す
る
資
料
収
集
（
本
文
７
ペ
ー
ジ
参
照
）
の

定
期
便
で
、
支
部
図
便
な
ど
と
呼
ば
れ
る
こ
と
も
。

　

各
支
部
図
書
館
の
大
事
な
役
割
の
一
つ
が
官
庁
資
料
の

納
本
窓
口
で
す
。
中
央
館
で
あ
る
国
立
国
会
図
書
館
が
連

絡
自
動
車
便
を
運
行
し
、
各
支
部
図
書
館
が
省
内
か
ら
集

め
た
資
料
を
受
取
り
に
回
っ
て
い
ま
す
。

　

さ
て
、
今
日
の
納
本
資
料
は
ど
の
く
ら
い
か
な
？

　

各
館
宛
て
の
荷
物
を
積
ん
で
、
13
時
半
に
出
発
！

　

毎
週
水
曜
・
木
曜
の
午
後
に
、
運
転
手
と
担
当
者
の
２

名
で
全
27
館
に
伺
い
ま
す
。
支
部
図
書
館
の
方
々
と
顔
を

合
わ
せ
る
貴
重
な
機
会
で
も
あ
り
ま
す
。

　

各
館
の
巡
回
順
、
到
着
時
間
、
受
渡
し
場
所
は
決
ま
っ

て
い
ま
す
が
、
時
々
庁
舎
の
移
転
や
工
事
の
た
め
、
訪
問

順
や
受
渡
し
場
所
の
調
整
が
必
要
な
こ
と
も
。

　

一
館
目
で
大
量
の
資
料
が
！　

バ
ン
の
天
井
ま
で
一
杯

に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　

で
も
大
丈
夫
。
事
前
に
大
量
納
本
の
ご
連
絡
を
い
た
だ

い
て
い
た
の
で
、
今
日
は
こ
の
ま
ま
一
度
帰
館
し
て
、
積

み
荷
を
降
ろ
し
た
後
、
再
巡
回
し
ま
す
。

　

次
の
館
は
…
…
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
が
厳
し
く
、
毎
回
入
構

票
の
記
入
が
必
要
で
す
。
あ
ま
り
入
れ
な
い
場
所
な
の
で
、

最
初
は
つ
い
、
き
ょ
ろ
き
ょ
ろ
。
あ
、
次
回
は
入
構
証
の

更
新
が
必
要
な
館
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
う
い
え
ば
、
今
年

は
十
数
年
ぶ
り
に
車
が
更
新
さ
れ
、
車
番
変
更
の
連
絡
も

し
た
の
で
し
た
。

　

中
に
は
、
図
書
館
が
旧
庁
舎
に
あ
り
、
本
省
と
分
か
れ

て
い
る
館
も
あ
り
ま
す
。
利
用
に
は
不
便
も
あ
る
と
伺
っ

た
け
れ
ど
、
赤
レ
ン
ガ
造
り
で
趣
き
が
あ
っ
て
、
素
敵
。

こ
こ
で
は
納
本
資
料
と
一
緒
に
寄
贈
資
料
も
お
預
か
り
。

各
館
で
除
籍
対
象
に
な
っ
た
資
料
の
う
ち
、
中
央
館
で
所

蔵
し
て
い
な
い
資
料
を
寄
贈
い
た
だ
く
こ
と
も
よ
く
あ
り

ま
す
。

　

最
後
の
館
で
確
認
依
頼
を
し
た
文
書
を
預
か
っ
た
ら
、

16
時
頃
、
資
料
と
共
に
帰
館
で
す
。
帰
館
後
は
資
料
と
リ

ス
ト
を
照
合
し
、
不
一
致
が
あ
れ
ば
問
合
せ
も
。

　

実
は
連
絡
自
動
車
便
に
載
る
の
は
納
本
資
料
だ
け
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
支
部
図
書
館
間
で
の
寄
贈
資
料
や
地
方
議
会

図
書
室
等
へ
の
寄
贈
資
料
。
こ
れ
を
宛
先
別
に
分
け
て
、
各

館
宛
て
の
資
料
に
当
館
刊
行
物
や
支
部
図
書
館
と
の
会
議
・

研
修
関
係
文
書
、
展
示
会
の
チ
ラ
シ
類
も
一
緒
に
梱
包
し
て

翌
週
の
便
で
お
届
け
。
こ
れ
を
毎
週
繰
り
返
し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
も
支
部
図
書
館
の
方
々
の
御
協
力
あ
っ
て
こ
そ
。

今
後
と
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
！

（
支
部
図
書
館
・
協
力
課　

支
部
図
丸
）

昭和 33年の「支部図書館案内」に掲載された連絡自動車便の様子

現在の連絡自動車便

ある日の連絡自動車便
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私
た
ち
が
住
む
日
本
は
、
太
平
洋
に
位
置

す
る
島
国
で
あ
る
。
様
々
な
民
族
が
暮
ら
す

こ
の
地
球
に
は
、
言
語
や
宗
教
の
違
い
を
は

じ
め
と
し
て
、
多
様
な
文
化
が
存
在
し
て
い

る
。
国
際
化
が
進
む
現
代
社
会
の
中
で
、
私

た
ち
は
ど
の
よ
う
に
こ
の
多
様
性
を
理
解
し

て
い
け
る
の
だ
ろ
う
か
。

　

絵
日
記
を
描
く
こ
と
を
通
し
て
、
ア
ジ
ア

の
子
ど
も
た
ち
に
お
互
い
の
文
化
へ
の
理
解

を
深
め
て
も
ら
お
う
と
す
る
試
み
が
あ
る
。

国
際
文
化
交
流
事
業
「
三
菱
ア
ジ
ア
子
ど
も

絵
日
記
フ
ェ
ス
タ
」（
以
下
、「
絵
日
記
フ
ェ

ス
タ
」）
で
あ
る
。「
伝
え
た
い
な
、
私
の
生

活
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
絵
日
記
を
描
い
て
も

ら
い
、
優
れ
た
作
品
を
展
示
会
等
で
紹
介
す

る
ほ
か
、
作
品
の
一
部
で
文
字
を
学
ぶ
た
め

の
教
材
を
作
り
、
参
加
国
の
教
育
に
役
立
て

て
い
る
。

　

三
菱
広
報
委
員
会
、
ア
ジ
ア
太
平
洋
ユ
ネ

ス
コ
協
会
ク
ラ
ブ
連
盟
、
公
益
社
団
法
人
日

本
ユ
ネ
ス
コ
協
会
連
盟
が
主
催
す
る
「
絵
日

記
フ
ェ
ス
タ
」
は
、
国
連
の
制
定
し
た
「
国

際
識
字
年
」
に
賛
同
し
、
絵
日
記
を
描
く
こ

と
、
読
む
こ
と
が
識
字
教
育
に
つ
な
が
れ
ば

と
の
期
待
を
こ
め
て
１
９
９
０
年
に
始
ま
っ

た
。
現
在
は
、
そ
の
趣
旨
を
引
き
継
ぎ
つ
つ
、

「
Ｅ
Ｓ
Ｄ
（
持
続
可
能
な
開
発
の
た
め
の
教

育
）」
も
取
り
入
れ
、
よ
り
国
際
交
流
に
重
点

を
置
い
た
活
動
を
行
っ
て
い
る
。

　

本
書
は
、「
絵
日
記
フ
ェ
ス
タ
」
第
12
期

事
業
に
寄
せ
ら
れ
た
絵
日
記
作
品
を
収
録
し

た
作
品
集
で
あ
る
。
ア
ジ
ア
24
の
国
と
地
域

か
ら
集
ま
っ
た
作
品
の
中
か
ら
、
国
別
に
優

秀
作
品
の
紹
介
を
行
う
。

　

作
品
ペ
ー
ジ
を
開
く
と
、
色
鮮
や
か
な
絵

と
手
書
き
の
文
字
が
目
に
飛
び
込
む
。
絵
具

や
構
図
に
工
夫
が
凝
ら
さ
れ
て
い
る
の
は
見

て
い
て
楽
し
く
、
丁
寧
に
書
か
れ
た
文
字
に

は
見
慣
れ
な
い
文
字
も
多
く
、
言
語
の
多
彩

さ
に
驚
く
。
そ
し
て
、
絵
日
記
と
し
て
切
り

取
ら
れ
た
日
常
は
、
次
か
ら
次
へ
と
異
な
る

生
活
の
一
場
面
を
見
せ
て
く
れ
る
。

　

作
品
に
は
、
子
ど
も
た
ち
の
純
粋
で
素
直

な
眼
差
し
か
ら
見
た
生
活
が
描
か
れ
て
お

り
、
国
や
地
域
の
民
族
性
が
よ
く
表
れ
て
い

る
。
通
過
儀
礼
や
お
祭
り
の
行
事
、
伝
統
的

な
暮
ら
し
、
礼
拝
等
を
自
分
た
ち
の
生
活
と

し
て
自
然
に
捉
え
て
い
る
姿
が
わ
か
る
。
日

本
の
子
ど
も
た
ち
の
絵
日
記
に
も
、
家
族
旅

行
で
行
く
温
泉
や
お
城
、
学
校
行
事
の
中
の

一
コ
マ
に
日
本
ら
し
さ
が
あ
り
、
微
笑
ま
し

い
。
現
地
の
言
葉
で
書
か
れ
た
日
記
部
分
に

は
、
全
て
の
作
品
で
日
英
２
カ
国
語
訳
が
付

い
て
お
り
、
日
本
語
に
は
総
ル
ビ
が
振
ら
れ

て
い
る
。世
界
の
子
ど
も
た
ち
の
手
に
届
き
、

楽
し
ん
で
も
ら
え
る
形
と
な
っ
て
い
る
。

　

文
字
が
読
め
な
く
て
も
、
絵
を
見
る
こ
と

で
内
容
が
理
解
で
き
る
こ
と
に
、
絵
日
記
の

特
徴
は
あ
る
。
描
く
こ
と
で
自
分
の
住
む
世

界
を
知
り
、読
む
こ
と
で
外
の
世
界
を
知
り
、

想
像
す
る
こ
と
は
、
子
ど
も
た
ち
の
成
長
、

そ
し
て
異
文
化
理
解
へ
の
大
き
な
一
歩
に
な

る
だ
ろ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
（
戸と

が

の
鹿
野 

陽
子
）

アジアの子どもたちの絵日記集
A collection of Asian children's enikki
三菱アジア子ども絵日記フェスタ2015-
2016

三菱アジア子ども絵日記フェスタ実行委員会 編
c2016　80p　30cm
<請求記号　Y6-N17-L176>
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資料の世界の歩き方『百人一首一夕話 9 巻 [7]』
http://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/2554310/55

今
日
は
な
に
や
る
の
？　

あ
れ
っ
、
右
の
お
じ
さ
ん
が
何
か
読
ん
で

い
て
、
左
の
若
い
人
は
か
し
こ
ま
っ
て
座
っ
て
る
ね
。
こ
の
お
じ
さ

ん
誰
？

こ
の
人
は
俊し

ゅ
ん
え恵

と
い
っ
て
、
あ
の
百
人
一
首
に
も
そ
の
和
歌
が
選
ば

れ
て
い
る
人
な
ん
だ
よ
。
有
名
な
歌
人
の
源
俊と

し

頼よ
り

の
子
ど
も
で
、
若

い
こ
ろ
に
東
大
寺
の
僧
に
な
っ
た
ん
だ
。

だ
か
ら
髪
の
毛
が
無
い
の
か
！

そ
う
。
四
十
歳
く
ら
い
の
こ
ろ
か
ら
、
自
分
の
住
ん
で
い
る
と
こ
ろ

を
「
歌
林
苑
」
と
名
付
け
て
、
た
く
さ
ん
歌
会
を
開
い
た
ん
だ
っ
て
。

そ
の
時
代
の
歌
を
詠
む
人
た
ち
に
大
き
な
影
響
を
与
え
た
み
た
い
だ

よ
。『
方
丈
記
』
で
有
名
な
鴨
長
明
も
こ
の
人
の
弟
子
な
ん
だ
。

ふ
～
ん
。
じ
ゃ
あ
こ
の
絵
は
、
た
だ
の
お
じ
さ
ん
と
若
い
人
を
描
い

た
わ
け
じ
ゃ
な
く
て
、
若
い
人
に
何
か
教
え
て
る
俊
恵
さ
ん
を
描
い

て
る
、
っ
て
こ
と
だ
ね
。

そ
う
い
う
こ
と
だ
と
思
う
よ
。
今
回
読
む
こ
の
場
面
は
、『
百
人
一
首

一ひ
と
よ
が
た
り

夕
話
』
と
い
う
百
人
一
首
の
歌
や
作
者
に
つ
い
て
解
説
を
す
る
本

の
一
部
で
、
俊
恵
に
つ
い
て
説
明
を
し
て
い
る
と
こ
ろ
な
ん
だ
。
詳

し
く
見
て
み
よ
う
か
。

オ
イ
ラ
も
だ
ん
だ
ん
覚
え
た
字
が
増
え
て
き
た
か
ら
、
ど
の
く
ら
い

読
め
る
か
楽
し
み
だ
よ
。
よ
～
し
、
見
て
ろ
よ
～

「
わ
か
の
ふ
う
て
い
を
も
の
に
…
と
へ
。
お
も
し
…
く
ひ
や
う
し

…
…
…
は
。
つ
ら
ゆ
き
が
こ
き
ん
の
じ
ょ
を
は
じ
…
と
す
。」

ふ
～
、
ひ
と
ま
ず
こ
こ
ま
で
。

江戸時代の百人一首解説書
藤 田 　 壮 介

変体仮名でめぐる資料あれこれ 4
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う
ん
う
ん
、だ
い
た
い
読
め
て
る
ね
。「
八
」
を
崩
し
た
「
は
」
も
、ち
ゃ

ん
と
読
め
て
い
る
し
。読
め
な
か
っ
た
字
を
説
明
す
る
ね
。1
は
、「
た
」

だ
よ
。
元
に
な
っ
た
漢
字
は
「
堂
」
で　
　
　
　
　

→　
　
　
　

→

　
　
　
　
　

と
崩
れ
て
き
た
ん
だ
。
3
も
形
は
違
う
け
ど
同
じ
「
た
」。

随
分
違
う
形
に
見
え
る
け
ど
、
よ
く
見
る
と
横
棒
の
下
は
大
体
同
じ

形
を
し
て
る
よ
ね
。

「
堂
」
が
「
た
」
か
ぁ
。「
と
」
じ
ゃ
な
い
ん
だ
ね
。
2
は
、「
お
も
し
…
く
」

だ
か
ら
、「
面
白
く
」
じ
ゃ
な
い
？　
「
ろ
」
っ
て
こ
う
い
う
形
に
な
る

の
？

よ
く
分
か
っ
た
ね
！ 

こ
の
「
ろ
」
は
「
路
」
と
い
う
漢
字
が
元
に
な
っ

て
い
る
ん
だ
。
右
側
は
な
ん
と
な
く
「
各
」
っ
て
い
う
形
に
見
え
る

で
し
ょ
？ 

も
う
ち
ょ
っ
と
崩
れ
て
使
わ
れ
る
こ
と
も
あ
る
よ
。

言
わ
れ
て
み
る
と
「
路
」
っ
ぽ
く
見
え
て
き
た
。
3
と
9
の
間
は
一

文
字
？

上
下
に
分
か
れ
て
い
る
よ
う
に
も
見
え
る
け
ど
、
こ
れ
は
一
文
字
だ

ね
。「
留
」
と
い
う
漢
字
が
崩
れ
た
も
の
で
「
る
」
だ
よ
。
上
の
部
分

が
も
う
ち
ょ
っ
と
崩
れ
て
横
一
直
線
に
な
れ
ば
、
も
う
現
在
の
「
る
」

と
同
じ
形
だ
よ
ね
。

そ
う
思
う
と
、
も
う
ほ
と
ん
ど
「
る
」
に
し
か
見
え
な
い
や
。

さ
て
次
は
5
、
こ
っ
ち
も
一
文
字
だ
け
ど
な
ん
だ
と
思
う
？ 

こ
れ
は

元
の
漢
字
か
ら
そ
ん
な
に
崩
れ
て
な
い
よ
。

な
ん
だ
ろ
う
？　
「
先
」
？　
「
見
」
？

う
～
ん
、惜
し
い
。
正
解
は
「
免
」
で
し
た
。
前
の
行
か
ら
続
け
て
「
は

じ
め
と
す
」
だ
ね
。

外
れ
ち
ゃ
っ
た
か
～
。

いくつか復習もしておこう！

長いけど

読んでやるぞ！

1

1

2

2
3

3

4

4

5

5

6

6

9

9

7

7

⓾

⓾

8

8

⓫

⓫

王
可
於

八
能
須

堂
路

留
免
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は「も」だよ。

読めたかな？

と
い
う
こ
と
で
、
最
初
か
ら
読
ん
で
み
る
と
「
和
歌
の
風
体
を
も
の

に
た
と
え
、
面
白
く
評
し
た
る
は
貫
之
が
古
今
の
序
を
は
じ
め
と
す
」

だ
ね
。
和
歌
に
つ
い
て
、
た
と
え
話
で
そ
の
特
徴
な
ど
を
表
現
し
た

の
は
、
紀
貫
之
が
書
い
た
古
今
和
歌
集
の
仮
名
序
が
最
初
だ
、
っ
て

い
う
よ
う
な
こ
と
を
言
っ
て
い
る
ね
。
さ
て
、
次
に
行
こ
う
か
。

え
～
っ
と
、「
し
ゆ
ん
ゑ
。
ま
た
ひ
と
」
あ
れ
っ
、
こ
の
長
い
「
く
」

み
た
い
な
の
は
繰
り
返
し
の
記
号
だ
っ
け
？

そ
う
だ
よ
。
だ
か
ら
「
ひ
と
び
と
」
っ
て
こ
と
だ
ね
。

「
ひ
と
び
と
の
こ
に
た
…
。
も
の
に
よ
そ
へ
て
。
ね
ん
こ
ろ
に
あ
け
つ

ふ
こ
と
を
こ
の
め
り
。」

ふ
～
、
な
ん
か
さ
っ
き
か
ら
や
た
ら
と
丸
が
多
く
な
い
？

う
ん
。
良
く
読
め
て
る
よ
。
丸
が
多
く
見
え
る
の
は
、
江
戸
時
代
に

は
句
点
と
読
点
を
、
今
み
た
い
に
違
う
記
号
で
表
し
て
い
な
か
っ
た

か
ら
だ
ね
。

え
っ
、
そ
れ
じ
ゃ
あ
ど
こ
ま
で
が
一
つ
の
文
か
見
た
目
じ
ゃ
分
か
ん

な
い
じ
ゃ
ん
。

そ
う
だ
よ
、
中
身
を
読
ん
で
文
の
切
れ
目
を
見
つ
け
な
い
と
い
け
な

い
ん
だ
。
い
ま
君
が
読
ん
だ
範
囲
は
、
ち
ょ
う
ど
文
が
終
わ
る
と
こ

ろ
で
、
正
し
く
区
切
っ
て
読
め
て
い
た
よ
。

…
…
!?　

ま
あ
、
も
ち
ろ
ん
分
か
っ
て
た
け
ど
ね
。

は
い
は
い
。
た
だ
、
さ
っ
き
「
こ
に
」
と
読
ん
だ
⓬
は
、
残
念
だ
け

ど
全
体
で
一
文
字
な
ん
だ
。「
宇
」
が
崩
れ
て
で
き
た
も
の
で
「
う
」

だ
ね
。
う
か
ん
む
り
の
「
ウ
」
が
あ
っ
て
、
そ
の
下
に
「
于
」
を
書

い
て
る
イ
メ
ー
ジ
だ
ね
。

な
か
な
か
文
字
の
切
れ
目
が
難
し
い
や
。

⓬

⓬

⓭

⓭

多
尓

祢
耳

宇
越

⓮

⓮

⓯

⓯

⓰

⓰

⓲

⓲

⓱

⓱
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zzz...

で
も
「
ひ
と
び
と
の
こ
に
た
」
じ
ゃ
意
味
が
わ
か
ら
な
い
け
ど
、「
ひ

と
び
と
の
う
た
」
な
ら
分
か
る
だ
ろ
う
？

そ
り
ゃ
そ
う
だ
け
ど
さ
、「
た
」
の
下
の
⓭
も
分
か
ん
な
い
し
。

そ
う
だ
っ
た
、
そ
こ
も
読
め
て
な
か
っ
た
ね
。
こ
れ
は
よ
く
出
て
く

る
か
ら
覚
え
て
お
こ
う
。
⓭
の
左
側
の
部
分
は
、
前
に
覚
え
た
字
の

左
側
と
同
じ
な
ん
だ
け
ど
覚
え
て
る
？

…
…
こ
ん
な
の
出
て
き
た
っ
け
？

う
ん
、
前
回
出
て
き
た
字
だ
よ
。

前
回
や
っ
た
の
は
…
…
「
登
」
？
「
須
」
？
「
連
」
？
「
志
」
？
ど

れ
も
違
い
そ
う
。
も
う
思
い
出
せ
な
い
。
無
理
。
教
え
て
よ
。

じ
ゃ
あ
ヒ
ン
ト
ね
。
偏へ

ん

じ
ゃ
な
い
の
に
、
崩
れ
て
い
く
と
左
側
に
寄

る
も
の
が
あ
っ
た
で
し
ょ
？

え
～
っ
と
…
…
あ
！　
「
起
」
か
。「
走
」
が
左
側
に
寄
っ
て
た
ね
。

そ
れ
で
し
ょ
！

そ
う
そ
う
そ
の
と
お
り
。
こ
の
字
も「
走（
そ
う
に
ゅ
う
）」が
部
首
で
、

「
越
」
と
い
う
漢
字
が
元
に
な
っ
た
変
体
仮
名
な
ん
だ
よ
。
こ
の
字
は

特
に
助
詞
の
「
を
」
と
し
て
使
わ
れ
る
こ
と
が
ほ
と
ん
ど
な
ん
だ
。

そ
う
か
「
ひ
と
び
と
の
う
た
を
」
な
ん
だ
ね
。

そ
う
そ
う
、
バ
ラ
バ
ラ
に
一
文
字
ず
つ
読
ん
だ
っ
て
、
結
局
意
味
が

わ
か
ら
な
く
な
っ
ち
ゃ
し
ょ
う
が
な
い
か
ら
ね
。
あ
と
、「
あ
け
つ
ふ
」

と
読
ん
で
た
と
こ
ろ
、
こ
れ
も
「
あ
け
つ
ら
ふ
」
だ
ろ
う
ね
。「
ら
」

は
ほ
と
ん
ど
見
え
な
い
か
ら
こ
れ
は
読
め
な
く
て
も
し
ょ
う
が
な
い

け
ど
。

漢文には基本的に句読点が存在しなかったためもあり、日本語の表記にお
いて、一般に句読点を使わない時代が長く続いたと言われています。江
戸時代に、句読点というものに関心を持ったのは、句読点を使う欧文に
触れる機会のあった蘭学者たちで、『解体新書』の翻訳に携わった前野良
沢も、蘭文で用いられていた符号の名称にそれぞれ訳語を付けています。

今回取り上げた資料には、「、」とも「。」とも異なる、ちょうど今の「、」
を白抜きにしたような符号が用いられています。この形の符号は、明治
期に海外の小説を翻訳する際にも使用されている例があります。二葉亭
四迷がロシア語から訳し、『都の花』に掲載したツルゲーネフの「めぐり
あい」においては、主にコロン（:）やセミコロン（;）に対応させる符号と
して、白抜きの点を用いています。この試みが広く受け入れられていたら、
句読点のバリエーションとして、コロン・セミコロンに相当する符号も
存在していたかもしれません。

このような試行錯誤がありつつ、明治 39 年には、文部省から「句読法案」
という文書が出され、国定教科書においては文章の区切りに「、」と「。」
を使用することが標準とされます。

現在と異なる句読点の形
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ほ
と
ん
ど
見
え
な
い
の
に
そ
ん
な
勝
手
に
読
ん
で
い
い
の
？

「
論
」
と
い
う
漢
字
の
振
り
仮
名
に
な
っ
て
い
て
、「
論
」
に
は
「
あ

げ
つ
ら
う
」
っ
て
い
う
読
み
が
あ
る
か
ら
問
題
は
な
い
と
思
う
よ
。

そ
れ
で
、
こ
こ
ま
で
の
内
容
は
、「
俊
恵
、
ま
た
人
々
の
歌
を
も
の
に

よ
そ
え
て
ね
ん
ご
ろ
に
論

あ
げ
つ
らう

こ
と
を
好
め
り
」
だ
か
ら
、
紀
貫
之
と

同
じ
く
、
俊
恵
も
人
々
の
和
歌
を
も
の
に
た
と
え
て
丁
寧
に
論
評
す

る
こ
と
を
好
ん
で
い
た
、
と
い
う
こ
と
を
言
っ
て
い
る
ね
。
さ
て
、

残
り
は
一
つ
の
文
章
だ
か
ら
一
気
に
読
ん
で
み
て
。
長
い
か
ら
難
し

い
か
な
。

こ
れ
く
ら
い
な
ら
で
き
る
よ
!!

「
ゆ
ゑ
に
し
き
し
ま
の
み
ち
の
。
す
た
れ
る
を
も
お
こ
り
。
こ
こ
ろ
ざ

し
あ
る
も
の
ゝ
。
み
ち
び
き
と
も
な
り
…
。
こ
の
み
ち
の
し
ゆ
く
そ

ん
な
ん
と
い
ふ
…
し
」

す
ご
い
す
ご
い
、
二
文
字
以
外
全
部
読
め
て
る
じ
ゃ
な
い
か
！

え
っ
へ
ん
!!

こ
の
調
子
な
ら
、
次
回
か
ら
も
っ
と
長
い
の
に
し
て
も
大
丈
夫
だ
ね
。

な
ん
で
そ
う
な
る
の
さ
。
そ
ん
な
こ
と
し
な
く
て
い
い
よ
～

読
め
る
よ
う
に
な
る
に
は
慣
れ
る
こ
と
も
大
事
だ
よ
。
さ
あ
も
う
少

し
。
読
め
な
か
っ
た
う
ち
の
一
つ
目
、
⓳
は
「
て
」
だ
よ
。
元
の
漢

字
は
「
亭
」。

「
み
ち
び
き
と
も
な
り
て
」
か
。
確
か
に
ち
ゃ
ん
と
つ
な
が
っ
て
い
る

ね
。

そ
れ
で
最
後
の
⓴
は
、
濁
点
が
つ
い
て
い
る
け
ど
、
そ
れ
を
よ
け
て

考
え
る
と
「
へ
」。
ち
ょ
っ
と
想
像
が
つ
か
な
い
か
も
し
れ
な
い
け

ど
、「
遍
」
と
い
う
字
が  　
　
　
　

→　
　
　
　
　

と
崩
れ
た
ん
だ
よ
。

能
三
礼

留
ゝ
奈

亭
遍⓴

⓳

⓳

㉑

㉑

㉔

㉔

㉒

㉒

㉕

㉕

㉓

㉓

㉖

㉗

㉗

㉖
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こ
の
「
へ
」
も
よ
く
使
わ
れ
る
よ
。

う
ん
、
覚
え
と
く
！ 

あ
～
今
回
も
読
み
終
わ
っ
た
ね
。
で
、
最
後
の

と
こ
ろ
に
は
ど
ん
な
こ
と
が
書
い
て
あ
っ
た
の
？

「
故
に
敷
島
の
道
の
廃
れ
る
を
も
興

（
発
）り

、
志
あ
る
も
の
の
導
き
と
も
な

り
て
、
こ
の
道
の
叔
孫
遖
と
言
う
べ
し
」
か
。「
敷
島
の
道
」
と
い
う

の
は
「
和
歌
の
道
」
を
意
味
す
る
言
葉
だ
か
ら
、
俊
恵
が
和
歌
を
丁

寧
に
論
評
し
た
お
か
げ
で
、
廃
れ
て
い
た
和
歌
の
道
も
盛
り
上
が
っ

て
き
た
し
、
ま
た
和
歌
に
関
心
の
あ
る
人
が
勉
強
す
る
手
助
け
に
も

な
っ
た
の
で
、
俊
恵
は
和
歌
の
世
界
に
お
け
る
叔
孫
遖
と
呼
ぶ
に
ふ

さ
わ
し
い
、
っ
て
い
う
こ
と
だ
ね
。
本
当
は
、
字
を
読
ん
だ
だ
け
で

満
足
し
ち
ゃ
だ
め
で
、
中
身
も
自
分
で
ち
ゃ
ん
と
理
解
し
な
い
と
い

け
な
い
ん
だ
け
ど
、
今
回
は
特
別
ね
。

て
へ
。
で
も
叔
孫
遖
っ
て
な
あ
に
？

そ
れ
は
僕
に
も
よ
く
分
か
ら
な
い
ん
だ
。
中
国
の
漢
の
時
代
に
礼
制

を
整
え
た
人
物
に
叔
孫
通
と
い
う
人
が
い
る
か
ら
、
通
と
遖
を
書
き

間
違
え
た
可
能
性
も
あ
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
な
、
と
思
う
け
ど
ね
。

ま
あ
、
と
り
あ
え
ず
俊
恵
さ
ん
を
ほ
め
て
る
っ
て
こ
と
だ
よ
ね
。
と

こ
ろ
で
百
人
一
首
の
中
の
俊
恵
さ
ん
の
歌
っ
て
な
ん
だ
っ
た
っ
け
？

そ
れ
な
ら
今
日
読
ん
だ
と
こ
ろ
の
ち
ょ
っ
と
前
に
載
っ
て
る
よ
。
そ

う
だ
、
丁
度
い
い
か
ら
ち
ょ
っ
と
挑
戦
し
て
み
た
ら
？ 

ま
だ
教
え
て

な
い
仮
名
や
漢
字
も
混
じ
っ
て
い
る
け
ど
、
読
め
る
所
だ
け
で
も
。

あ
～
し
ま
っ
た
、
や
ぶ
へ
び
だ
っ
た
。

次回予告

今月の宿題だよ

（
絵
・
正し

ょ
う
ぼ保 

五さ
つ
き月

）

資料の世界の歩き方「変体仮名でめ
ぐる資料あれこれ」では、国立国会
図書館が所蔵するさまざまな資料を
素材として、変体仮名の読み方を学
んでいきます。

5 月号では、『徒然草』を少し読んで
みましょう！

3 月号の宿題答え合わせ
上段右から：しらぬがほとけ　れやうや
くはくちににがし　らくあればくあり　
ほとけのかほもさんど
下段右から：ぬすびとのひるね　おんを
あだ　よめとほめかさのうち　せにはら
はかへられぬ　そでふりあふもたしやう
のえん

※宿題の答え合わせは来月号で！

⓴
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今となっては “ お宝 ” －こんなものが残されていた－　
張
はりまぜじょう

交帖 < 当館請求記号 本別 9-24>
展覧会のチケットに駅弁の掛け紙、水につけて剥がした酒のラベルなど、コレクションしている方はいらっしゃ
いませんか？　昔だってそんな人はいました。鉄道の切符（東京会場：前期）、歯磨粉に鶏卵問屋のチラシ（関西
会場：前期、掲出画像）、菓子の包み紙（関西会場：後期）……、貴族院議員などを務めた或るコレクターが作った、
明治時代のスクラップブックを是非ご覧ください。

②

東京会場　国立国会図書館東京本館　新館展示室 

10.18（木）ー 11.24（土） 

関西会場　国立国会図書館関西館　大会議室 

11.30（金）ー 12.22（土） 

休館日、展示替え等の最新情報は、ホームページ＞国立国会図書
館開館 70 周年記念のページでご確認ください。 

開館 70 周年を記念して、幅広い蔵書の中から魅力ある様々
な本を紹介する展示会を、今秋に行います。本誌では、
会期までの間、主な展示資料を少しずつお見せします。

コレクター魂！

過去を読み、未来を読む。
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N D L  T o p i c s
平
成
30
年
度
国
立
国
会
図
書
館
職
員
採
用
試
験

　

平
成
30
年
度
の
職
員
採
用
試
験
を
次
の
と
お
り
実
施
し
ま
す
。

○
職
務
内
容

●
総
合
職
試
験
・
一
般
職
試
験
（
大
卒
程
度
試
験
）

　

調
査
業
務
・
司
書
業
務
・
一
般
事
務
等
の
館
務

　

●
総
合
職
試
験

　
　

政
策
の
企
画
立
案
に
係
る
高
い
能
力
を
有
す
る
か
ど
う
か

を
重
視
し
て
行
う
職
員
の
採
用
試
験

　

●
一
般
職
試
験
（
大
卒
程
度
試
験
）

　
　

的
確
な
事
務
処
理
に
係
る
能
力
を
有
す
る
か
ど
う
か
を
重

視
し
て
行
う
職
員
の
採
用
試
験

●
資
料
保
存
専
門
職
員
採
用
試
験
（
大
卒
程
度
試
験
）

　

各
種
図
書
館
資
料
の
保
存
修
復
業
務（
製
本
実
務
を
含
む
。）、

資
料
保
存
（
マ
イ
ク
ロ
資
料
、
電
子
情
報
等
、
紙
媒
体
以
外

の
資
料
の
保
存
を
含
む
。）
に
関
す
る
企
画
・
調
査
及
び
当

該
専
門
的
知
識
を
必
要
と
す
る
業
務
（
国
内
外
関
係
者
へ
の

研
修
、
外
部
関
連
機
関
と
の
交
流
等
）

●
情
報
シ
ス
テ
ム
・
設
備
専
門
職
員
採
用
試
験
（
大
卒
程
度
試
験
）

　

情
報
シ
ス
テ
ム
（
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
開
発
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

及
び
ハ
ー
ド
ウ
ェ
ア
設
備
等
）
及
び
設
備
機
器
に
係
る
企
画
・

調
達
・
維
持
・
管
理
業
務
、
図
書
館
シ
ス
テ
ム
に
係
る
調
査

研
究
業
務
並
び
に
当
該
専
門
的
知
識
を
必
要
と
す
る
業
務

○
勤
務
地

　

東
京
都
（
東
京
本
館
・
国
際
子
ど
も
図
書
館
）・
京
都
府
（
関

西
館
）
※
転
勤
が
あ
り
ま
す
。

○
試
験
案
内
及
び
受
験
申
込
書
の
入
手
方
法

　

東
京
本
館
、
関
西
館
及
び
国
際
子
ど
も
図
書
館
で
配
布
し
ま

す
。ま
た
、国
立
国
会
図
書
館
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

郵
便
で
請
求
さ
れ
る
際
は
、
封
筒
の
表
に
「
総
合
職
試
験
・

一
般
職
試
験
（
大
卒
程
度
試
験
）
請
求
」、「
資
料
保
存
専
門
職

員
採
用
試
験
（
大
卒
程
度
試
験
）
請
求
」
ま
た
は
「
情
報
シ

ス
テ
ム
・
設
備
専
門
職
員
採
用
試
験
（
大
卒
程
度
試
験
）
請

求
」
の
い
ず
れ
か
を
朱
書
し
、
返
信
用
封
筒
（
角
形
2
号
）

を
同
封
し
て
く
だ
さ
い
。
返
信
用
封
筒
に
は
あ
て
先
を
明
記

し
、
１
４
０
円
（
3
種
類
全
て
を
同
時
に
請
求
さ
れ
る
場
合
は

２
０
５
円
）
分
の
切
手
を
貼
っ
て
く
だ
さ
い
。

※
総
合
職
試
験
と
一
般
職
試
験
（
大
卒
程
度
試
験
）
は
共
通
の

書
式
で
す
。

※
試
験
の
種
類
が
異
な
る
試
験
案
内
及
び
受
験
申
込
書
を
同
時

に
請
求
さ
れ
る
場
合
は
、
封
筒
の
表
に
希
望
す
る
試
験
の
種

類
を
朱
書
で
列
記
し
て
く
だ
さ
い
（
例
：「
総
合
職
試
験
・

一
般
職
試
験
（
大
卒
程
度
試
験
）・
資
料
保
存
専
門
職
員
採

用
試
験
（
大
卒
程
度
試
験
）
請
求
」）。

○
問
合
せ
・
資
料
請
求
先

国
立
国
会
図
書
館 
総
務
部 

人
事
課 

任
用
係

〒
１
０
０
‐
８
９
２
４ 
東
京
都
千
代
田
区
永
田
町
１-

10-

１

電
話　

０
３
（
３
５
０
６
）
３
３
１
５
（
直
通
）

Ｕ
Ｒ
Ｌ　

http://w
w

w
.ndl.go.jp/jp/em

ploy/index.htm
l

　
（
国
立
国
会
図
書
館
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ＞
採
用
情
報
）

種類 総合職試験 一般職試験
（大卒程度試験）

資料保存
専門職員採用試験
（大卒程度試験）

情報システム・設備
専門職員採用試験
（大卒程度試験）

受験資格の
概要※

平成元年 4 月 2 日～
平成 10 年 4 月 1 日生まれ

（平成 10 年 4 月 2 日以降生まれ
でも、大学卒業または卒業見込
みであれば可）

平成元年 4 月 2 日～平成 10 年 4 月 1 日生まれ
（平成 10 年 4 月 2 日以降生まれでも、大学・短大・高専卒業または卒業見込みであれば可）

受付期間 平成 30 年 4 月 1 日（日）～ 4 月 20 日（金）（消印有効）

第1次試験 平成 30 年 5 月 19 日（土） 平成 30 年 6 月 16 日（土）

会場 第 1 次試験は東京及び京都
第 2 次試験及び第 3 次試験は東京 東京

※日本の国籍をお持ちでない方、国会職員法第2条の規定により国会職員となることができない方は受験できません。
※申し込むことができる試験の種類は、１つのみです。（総合職試験には一般職試験（大卒程度試験）と併願できる総合職特例制度があります。）

試験の概要
（詳細は試験案内またはホームページで必ずご確認ください。）
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新
刊
案
内

レ
フ
ァ
レ
ン
ス　

８
０
５
号

小
特
集
「
オ
ー
ス
ト
リ
ア
憲
法
の
諸
相
」＜

緒
言＞

オ
ー
ス
ト
リ
ア
連
邦
首
相
府
憲
法
部
に
よ
る
政
府
提
出
法
案
の
審
査

オ
ー
ス
ト
リ
ア
連
邦
首
相
府
憲
法
部
の
機
能

　

―
ウ
ィ
ー
ン
調
査
報
告
―

オ
ー
ス
ト
リ
ア
憲
法
に
お
け
る
緊
急
事
態
条
項

中
小
企
業
の
新
事
業
展
開
を
通
じ
た
産
業
変
革

　

―
経
営
資
源
を
活
用
し
た
事
業
転
換
の
促
進
が
必
要
―

同
性
カ
ッ
プ
ル
の
法
的
保
護
を
め
ぐ
る
国
内
外
の
動
向

　

―
２
０
１
３
年
8
月
～
２
０
１
７
年
12
月
、
同
性
婚
を
中
心
に
―

我
が
国
の
洋
上
風
力
発
電
を
め
ぐ
る
現
状
と
課
題

　

―
北
九
州
市
、
五
島
市
の
事
例
を
中
心
に
―
（
現
地
調
査
報
告
）

入
手
の
お
問
い
合
わ
せ

日
本
図
書
館
協
会

〒
１
０
４
‐
０
０
３
３　

東
京
都
中
央
区
新
川
１
‐
11
‐
14

電
話　

０
３
（
３
５
２
３
）
０
８
１
２

第
29
回
納
本
制
度
審
議
会
お
よ
び
第
15
回
納
本
制
度

審
議
会
代
償
金
部
会

　

1
月
26
日
、
第
29
回
納
本
制
度
審
議
会
お
よ
び
第
15
回
納
本

制
度
審
議
会
代
償
金
部
会
が
、
審
議
会
委
員
12
名
、
専
門
委
員

3
名
が
出
席
し
て
東
京
本
館
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

審
議
会
で
は
、
平
成
29
年
7
月
1
日
付
け
で
、
委
員
の
委
嘱

お
よ
び
代
償
金
部
会
に
所
属
す
る
委
員
の
指
名
が
行
わ
れ
た
こ

と
が
報
告
さ
れ
、
中
山
信
弘
委
員
が
互
選
に
よ
り
会
長
に
選
出

さ
れ
ま
し
た
。
中
山
会
長
は
、
福
井
健
策
委
員
を
会
長
代
理
に

指
名
し
ま
し
た
。
ま
た
、
オ
ン
ラ
イ
ン
資
料
の
補
償
に
関
す
る

小
委
員
会
を
設
置
し
、
所
属
委
員
と
し
て
6
名
の
委
員
と
3
名

の
専
門
委
員
を
指
名
、
福
井
健
策
委
員
を
小
委
員
長
に
指
名
し

ま
し
た
。
事
務
局
か
ら
、
出
版
物
納
入
状
況
、
電
子
書
籍
・
電

子
雑
誌
収
集
実
証
実
験
事
業
の
現
状
等
に
つ
い
て
報
告
を
行

い
、
質
疑
応
答
が
あ
り
ま
し
た
。

　

審
議
会
終
了
後
、
代
償
金
部
会
が
開
催
さ
れ
、
斎
藤
誠
委
員

が
互
選
に
よ
り
部
会
長
に
選
出
さ
れ
ま
し
た
。斎
藤
部
会
長
は
、

江
上
節
子
委
員
を
部
会
長
代
理
に
指
名
し
ま
し
た
。

納
本
制
度
審
議
会
委
員
・
専
門
委
員
名
簿

（
五
十
音
順　

敬
称
略
）（
平
成
30
年
1
月
26
日
現
在
）

会
長

　

中
山　

信
弘　
　

東
京
大
学
名
誉
教
授

会
長
代
理

　

福
井　

健
策　
　

弁
護
士

委
員

　

植
村　

八
潮　
　

専
修
大
学
文
学
部
教
授

　

江
上　

節
子　
　

武
蔵
大
学
社
会
学
部
教
授

　

遠
藤　

薫　
　
　

学
習
院
大
学
法
学
部
教
授

　

相
賀　

昌
宏　
　

一
般
社
団
法
人
日
本
書
籍
出
版
協
会
理
事
長

　

角
川　

歴
彦　
　

株
式
会
社
Ｋ
Ａ
Ｄ
Ｏ
Ｋ
Ａ
Ｗ
Ａ
取
締
役
会
長
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納本制度審議会の様子
審議会に関する情報は、以下に掲載しています。
 http://www.ndl.go.jp/jp/collect/deposit/council/index.html
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